リテラチャー・サークルを地域にひらく : 「佐賀大学で読書会」開始後3年間の歩み、その設計と実際の検討 by 竜田, 徹
広島大学学術情報リポジトリ
















































































１時間」「資料 A 読書ノート」「話題 ―多様な目的のために―」に基づき、適宜変更を加えて組









































































































































※参加者数の ( ) は初参加者の内数 
70－    － 
２．２ 開催実績とその検討（2017 年１月まで） 
（１）参加者数と主宰者の位置 
 参加者数の実績を表２の右欄に示した。参加者数は開催した回の平均で各回 2.9 名、最多７名、
最少２名であった。また、初参加者数の平均は 1.5 名であった。初めての参加者が毎回１名以上い
る計算になる。とくに 2016 年は初参加者が多かった。参加者の所属を毎回の平均的な割合で示す


































2 京都・大阪市民読書会のホームページより。http://kyotobookclub.blog.fc2.com/（2020年３月 28日確認） 

























参加申し込みについてである。参加希望者には、初回から 2015年 11 月の回までは当日会場に直













































73－    － 
３ ジェニらのリテラチャー・サークルから引き継がれるもの 
３．１ ファシリテーターの介入に関して 





































6 ジェニ・ポラック・デイほか（2013）p.36 このことはサイプがまとめた５つの文学反応スタイル（寺田，2012 
pp.40-42）を保全するうえでも役立つのだろう。 
74－    － 
【表３】佐賀大学で読書会における話し合いの実際（一部抜粋） 
日 時：2017年１月 29 日 l5時 00分～l7時 00 分 
課題本：夏目漱石『坊っちゃん』 





























































































9 ジェニ・ポラック・デイほか（2013）p.56 中略は引用者。 








































10 ジェニ・ポラック・デイほか（2013）p.59 （）内は引用者補。 

































本稿は、2017 年２月５日（日）に伊万里市民図書館で開かれた「平成 28 年度うちどく推進講演
会」（演題：「ともだちや家族とひらく読書会」）の講演内容を大幅に加筆修正し、新たな内容を加え
て再構成したものである。講演のあと、寺山修司「何にでも値段をつける古道具屋のおじさんの詩」
による読書会体験タイムを設けた。 
 
（佐賀大学） 
 
